
 

【 第１８回熊本大学定例学長記者懇談会 】 

 

 

日   時：令和４年１２月７日（水）１４：００～１５：００（予定） 

 

場   所：本部棟１階 大会議室 

 

本学出席者：熊本大学長                               小川 久雄（ｵｶﾞﾜ ﾋｻｵ） 

      理事・副学長（研究・グローバル戦略担当）  大谷 順（ｵｵﾀﾆ ｼﾞｭﾝ） 

司   会：理事（広報・ブランディング・行政連携担当） 宮尾 千加子（ﾐﾔｵ ﾁｶｺ） 

 

内 容： 

 
１． 令和４年度教育活動表彰について グランプリ受賞 大学院生命科学研究部（保健学系） 

『仮想現実による「スキルの育成」と「学ぶ意欲と態度の育成」を目指した教育方法の開発』 

                                    （資料１） 

 

２. 令和４年度社会貢献活動表彰について 準グランプリ受賞 大学院教育学研究科 

『教育学部ましきプロジェクト』 （資料２） 

 

３．令和４年を振り返って （資料３） 

 

４．その他 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染対策を徹底した上で開催いたします。 



文部科学省「デジタルを活用した大学・高専教育高度化事業」

熊本大学大学院生命科学部（保健学系）

前田ひとみ，松本智晴，橋本弘司，内山良一

仮想現実による「スキルの育成」と「学ぶ意欲と

態度の育成」を目指した教育方法の開発

令和4年12月7日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料１
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熟練者と 新人の認知， 判断，
行動を分析し ， 熟練者ノ ウ
ハウを形式知化し て教育に
還元

部局を 超えた連携
によるコ ンテンツ
の作成

現実空間と 仮想空間を融合す
る複合現実を 用いた教育コ ン
テンツの作成

臨床では学びにく い事例を
仮想空間で作成し ， 現実空
間と 融合さ せた体験型実習

熊本大学DX推進計画

自律的に学び続ける力の育成
行動と 経験の見える化による教育の高度化
DXによる教育の効率化

自律的に学び続ける力の育成
行動と 経験の見える化による教育の高度化
DXによる教育の効率化
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検査（ 橋本弘司）

看護（ 松本智晴）

放射（ 内山良一）

内容



検査技術科学専攻 橋本 寄生虫検査コンテンツ

Focus3を用いた実習



寄生虫学教育の現状

医学系国家試験問題数減少

育成者不足

寄生虫学に関する知識不足

デジタ ル画像の保存
VRによる教育

サンプルが希少

日本での寄生虫感染症減少



寄生虫検査
バーチャル
スライドモード

●顕微鏡
KEYENCE BZ-X800
11,000 x 5,500 pixel

●VR装置
Focus3



寄生虫検査
問題解答
モード

問題点：
改変が出来ない
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Mixed Reality技術を活用した

フィジカルアセスメント能力向上のための教材開発



成人と小児のフィジカルアセスメント教材

【教材開発目標】

人体構造を確認しながら聴診技術を修得できる

疾患特有の心音や呼吸音を検査画像と照合しながら学ぶことができる

学生同士で聴診技術を練習している風景



フィジカルアセスメントの教材作成

呼吸音の聴取部位 心音の聴取部位



成人のフィジカルアセスメント教材の紹介



出生直後と生後１ヵ月の新生児、

生後４ヵ月の乳児のアセスメント教材

【教材開発目標】 正常な発達を学ぶ

1ヵ月 ４ヵ月

ルーティング反射 頬に触れるとその方向に口を持っていく反応 ○ ○

吸啜反射 乳首が口に入ると連続的に吸う反応 ○ ×

足踏み反射 足や首を伸ばし，一歩踏み出そうとする反応 ○ ×

手の把握 不随意に対象物を握りしめる反応 ○ ×

非対称性緊張性頸反射
顔面が向いた方の腕・足を伸ばし，
反対側の腕・足を曲げる反応

○ ×

モロー反射 手を開き腕を伸ばす反応 ○ ×

首すわり × ○

腹ばい 頭をあげる 胸からあげる

原始反射・粗大運動



文部科学省:https://scheemd.mext.go.jp/

大学教育のデジタライゼーション・イニシアティブ

～Withコロナ／Afterコロナ時代の大学教育の創造～

生後１ヵ月の新生児のアセスメント教材の紹介

1ヵ月 ４ヵ月

ルーティング反射 頬に触れるとその方向に口を持っていく反応 ○ ○

吸啜反射 乳首が口に入ると連続的に吸う反応 ○ ×

足踏み反射 足や首を伸ばし，一歩踏み出そうとする反応 ○ ×

手の把握 不随意に対象物を握りしめる反応 ○ ×

非対称性緊張性頸反射
顔面が向いた方の腕・足を伸ばし，
反対側の腕・足を曲げる反応

○ ×

モロー反射 手を開き腕を伸ばす反応 ○ ×

首すわり × ○

腹ばい 頭をあげる 胸からあげる

原始反射・粗大運動
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IVRにける放射線防護教育

• IVR（ 画像下治療） は， X線透視で体の中を
見ながら カ テーテルを使っ て行う 治療です．

• 血管の狭窄や閉塞を調べ， 血管を広げる治療
を行います．

• 放射線を使う ため， 患者や医療従事者が医療
被ばく をし ます．

• 放射線を可視化し て， どのよう な点に気をつ
けなけばなら ないかの安全教育を行います．

バーチャ ル空間で放射線を可視化するシステムを導入

看護師や放射線技師の被ばく 線量をバーチャ ルに計測https://www .ncc.go.jp/jp/ncch/division/ivr/010/index.htm l



今後の展開

メ タ バース

AR
拡張現実

M R
複合現実

ビデオ
教材

VR
仮想現実

バーチャ ルと リ アルが融合し た実習環境

産業

大学

Society 5.0
超スマート 社会

複数大学で
共有

• NFTを利用し た著作権
• 大学の知的財産の管理
• 産業に循環さ せる仕組み

• ビデオと VRのハイ ブリ ッ ド 講義．
• 教室の広さ の制限がない．
• アバタ ーで交流できる．

• 複数の感覚を使う 体験型学習．
• 学ぶ意欲を高める．
• 実践と 改良により コ ンテンツを

増やす．
開発 製品



ましきプロジェクト

教育学部、松永拓己です。

ましきプロジェクトについてご説明します。

令和4年12月7日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料2



ましきプロジェクトの目的について
•地元熊本の教育学部として、熊本地震の被災地である益城町の児童
生徒の「学び」に関する地域社会および学校現場のニーズを踏まえ、復
興の歩みのなかで息の長い学習支援・学校支援を行う。
２０１６年４月の熊本地震が発端でございます。６
年前の熊本地震の中心となっていました益城町は特に
大きな被害があり、家を失った人が多い地区となりまし
た。。多くの人が仮設住宅での生活を強いられ、当然な
がら、子ども達の学習においても支障があり、施設面、心
の面からも学習に関しての場、気持ちなどへの問題が発
生しており、それらへどれだけ寄り添うかということで始まっ
た取組でした。



•認定NPO法人カタリバは2016年11月にテクノ仮
設団地、17年８月に木山仮設団地に夜間学習
会を開設した。

•2019年4月からは、教育学部が運営を引き継い
だ流れとなります。



はじまり当初の主な活動計画

活 動 回数 会場数 人数 ー交通手段

①仮設団地（木山・テクノ）における夜間
学習会（19:00-21:00） 週２回 ２ヶ所 各会場

２人 産交バス等

②益城中・木山中における放課後学習会
（定期試験前） 年４回 ２校 各校

10人程度 大学バス等

③益城町の不登校児童・生徒（別室登
校）に対する支援学生の派遣 不定期 ２校 若干人 産交バス等

④その他の活動（ものづくり等の出前） ー ー ー ー

①と②は、認定NPO法人カタリバの活動の一部を引き継ぐ。
①と③は、往復のバス代相当の交通費を支給。②は大学のバスを利用。



２０１９年
（平成３１年）
４月



メンバー

• 【教育学部】（八幡学部長）、田口副学部長、藤中先生、塚本先生、

島谷先生、《主》山城先生、大塚先生、（宮脇先生）、

《副》松永。

• 【事務】（松村さん、井芹さん、小野さん、）江島さん

• 【益城町教育委員会】井下先生、（坂本先生、）吉田先生

• 【NPO法人 カタリバ 】 （今村さん、井下さん）

・【学生】（第１回の参加・・・学園大、熊大教育学部、工学部学生）

※学習会、不登校、教育支援への参加を行う。



テクノ仮設団地 木山仮設団地
益城町



支援① 夜間学習会 仮設団地

•仮設団地に入居した中高校
生を中心に、夜間に集中して
学習できる場と、安心できる
居場所を提供した。

2019/５-
2020/３ テクノ仮設団地 木山仮設団地

対象学年 中１～高３ 中１～高３

実施回数 72回 65回

登録人数 ６人 ９人

延べ参加人数 281人 441人

平均参加人数 3.9人 6.8人



支援② 放課後学習会 中学校

•家屋の損傷で学習環境を失った中学生に、大学生による放課後学習会を
提供した。

事業 日時 対象 延べ参加人数

１学期テスト前学習会 2019/6/10-11 木山中学校１～３年生 100人

１学期テスト前学習会 2019/6/17-18 益城中学校１年生 112人

２学期テスト前学習会 2019/11/19-20 益城中学校２年生 16人
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令和元年度

• 田口先生

• 宮瀬先生

• 佐藤先生

• 松永



令和２年度 熊本大学 松永拓己 准教授

のことば

熊本地震の復興の中で学んだ仮
設校舎をみなさん一人一人の記念
に残るように企画・デザインしまし
た。

令和２年度の卒業生が３年間学び、
このあと解体される校舎です。３年
間の思い出として全員で制作した
ことに意味があります。

この浮き彫りを、卒業記念に残し、
自分の彫った所を、いつか母校に
来られた時に見て思い出してくださ
い。







卒業記念レリーフ展示 新体育館入口 ２０２１年

15



仮設住宅 学習会支援、
及び
益城中学校 不登校
別室登校支援

• 令和元年度

• ２９名

• ２４９回



益城中 不登校 別室登校支援
コロナの中で

• 令和２年度

• ４名

• ２６回



ましきプロジェクト Zoomオンライン学習会
（塚本先生）

○令和２年5月～

・仮設住宅の中学3年生を対象とするオンライン学習会を開始

（週3回実施）



現在
令和３年、４年

➀不登校支援活動（こがみ舎）

美術、（技術、音楽、体育）

➁学習支援活動

（益城中にて継続中）

→教職大学院にて大塚先生が、

オンラインで、中学校の先生へ

別室登校への支援



益城中別室登校 教室



木山中別室登校 教室



益城町 適応指導教室 こがみ舎



益城町 適応指導教室 こがみ舎



熊本大学 2022 10大ニュ ース

先端科学研究部附属

半導体研究教育センター設置

五高記念館等オープニングセレモニー

法学部附属 地域の法と公共政策教育
研究センター設置

病院感染症対策実践学寄附講座
（熊本県）設置

熊本経済同友会・理化学研究所等
との連携協定締結

３ 月

4月

4月

4月

1月～
10月

2022.12.7

令和4年12月7日開催
熊本大学定例学長記者懇談会　資料3



熊本大学 2022 10大ニュ ース

文学部附属

国際マンガ学教育研究センター設置

病院看護職キャリア支援センター設置

くまもとの未来を拓くグローバルDX
人材育成プロジェクト開始

紫熊祭 ３年ぶりの対面開催

10月

10月

10月

11月

情報融合学環（仮称）・工学部半導体
デバイス工学課程（仮称）設置へ

11月

2022.12.7


